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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　５月　７日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　本川　沙織　　記録者　川守田　弘子　

	小向
	佐々木
	月舘
	スバベイ
	松沢
	清川
	田村
	藤田
	橘
	阿部
	中野
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深
	○
	業務
	CD留守
	公休
	公休
	○
	CD留守
	○
	○
	準

	相間野
	本川
	川守田
	田ノ上
	沢上
	福士
	板橋
	高橋
	庭田
	三和
	山地
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	入浴
	○
	○
	深
	深
	休憩
	A留守
	CD留守
	公休
	公休
	準

	石岡
	廣瀬
	吉田
	諏訪
	盛田
	高曽
	前田
	天間
	田中
	松山
	
	

	準
	公休
	ローテ
	○
	業務
	公休
	公休
	学校
	公休
	業務
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 食事発注は、南病棟のＷＩＺのＨＯＭＥにある食事発注の項目からの発注と従来の食事発注のショートカットからと両方行って下さい。ＷＩＺのＨＯＭＥからの食事発注をするのを忘れている事がある為、忘れずに行うようにしましょう。

· 昇格試験が5/26～5/30まであります。対象者で受験する人は小向ＳＧＭへ受験日を伝えてください。

上級試験：5/26.29      中級試験：5/27.28.30

· 婦人科の診察台は、小坂Ｄｒの診察では必ず使用しています。使い方が不明なスタッフは、わかるスタッフに確認しておくようにして下さい。

· 今後の事故報告書の提出は、佐々木ＪＧＭへ提出し、確認してもらってから、小向ＳＧＭへ提出することとなりました。提出する際は、間違えずに提出するようにして下さい。

＜患者様連絡＞

· 市橋　ひで様～右肩に内出血があり、熱感・腫脹あり、昨日より、発熱見られていま

　　　　　　　　　す。本日、レントゲン施行しています。その結果、異常所見はないと

の事で鎮痛消炎剤（ナパゲルン軟膏）1本処方となっています。引き続き、肩の動き・内出血・熱感・腫脹の観察を行っていきましょう。

＜皮膚科診察＞

· 上田　正男様～背部湿疹悪化見られたため、軟膏がオイラックスＨ軟膏へ変更となっ　　　　

　　　ています。湿疹の状態・掻痒感・掻痒感による精神状態の観察をおこなっていきましょう。　

· 板垣　富蔵様～臀部に擦過傷あり、アズクロ塗布の指示あります。摩擦防止の為、

　　　　　　　　　ラップ保護施行しましょう。臥床の際は仰臥位で休まれている時が

　　　　　　　　　ほとんどである為、適宜体位交換を促し、自力で動けないようなら

　　　　　　　　　介助していきましょう。

· 玉井　悠作様～皮膚科診察に対し、強い拒否ある為、皮膚科診察終了となっています。

入浴時等、皮膚状態を観察し、湿疹・掻痒感等あるときは再度受診して頂きましょう。

＜褥瘡状態報告＞

· 三浦　一男様～臀部の褥瘡は改善傾向にあります。しかし、まだラップ保護は必要な

　　　　　　　　　状態である為、続けて処置して行きましょう。毎日、処置し、汚染

があった場合もその都度行う様にして下さい。


＜生活機能回復訓練報告・検討＞

佐々木みね様～プログラムの声掛けにも自室で過ごしていること多くみられます。終了後にホールに出てきて他者とトランプしていることもあります。荷物をまとめ玄関に置くなどの行為みられており、適宜声掛けし所在確認していきましょう。

木ノ下ツヨ様～臥床傾向みられ再三の声掛け要しています。ホールに出てくると促しでゲームなどに参加できています。離床を促し日中の臥床を少なくしていきましょう。

荒屋敷チエ様～プログラムには声掛けで参加できています。ホールの奥で静かに座っており活動には参加少ないです。表情はやや冴えませんが、声掛けには穏やかに返答されています。気分転換となるようゆっくりと参加できるように介入していきましょう。

鳥谷部國光様～下肢の他動運動行っていますが、運動後は下肢をまげて座位保持している時間が長くなってきたと感じられます。また、座位もずり落ちそうになっていることは殆どみられません。継続したアプローチを行い、身体機能低下防止を図っていきます。

五十嵐タイ様～徐々に歩行安定してきており、以前は自室からＤホールまでの歩行で足がもつれていましたが、現在は手すりにつかまることなく、安定して歩行できています。下肢の運動も継続して行っていき、状態を維持できるように介入していきます。

＜主治医（千葉良Ｄｒ．）から検討＞

高森　清八様～以前検討していた食事後に歯磨きは出来ているでしょうか。食後にお盆を返した後、自室に戻る前に歯磨きを行うように根気強く介入して下さい。

＜連絡＞

· 来週から園芸活動実施予定です。当面は午後に活動していきますので、実施時には転倒など事故がないように見守りなどご協力お願いします。

＜受け持ち患者様のＮＣＰの評価・検討＞

瀬川　はな様

　昨日より、帰宅願望、独語聞かれ、夕食と本日朝食を不食されています。本日の昼食は摂取されています。

季節の変わり目に、帰宅願望が聞かれる事が多く、独語、感情失禁、大声で叫ぶ、荷物をまとめるなどの行動が見られるようになります。他者とのトラブルの可能性もある為、トラブルが無いよう介入していきましょう。それと共に、所在の確認を確実に行い、精神症状の変化を密に観察して行きましょう。

＜食事の際の座席について＞

現在のＣＤユニットの食事座席では、誤燕のリスクが高いのにもかかわらず、スタッフ

の目が届かない所で食事をしていたり、テーブルと患者様との身長が合わないケース多々

見られ、また、消火栓の前にテーブルがあるため、緊急時のことも考えて食事座席の移動

が検討され、本日の昼より、移動となった席で食事をしていただいています。

（検討の結果）

· 塚田　昌様の席が食事介助をしているスタッフから遠いのではないか？（汁物とお盆

に捨てるなどの行為がある為、もう少し、近い方が良いのではないか？）

· 夏掘　長五郎様の席が遠いのではないか？眠気が強い時は、歩行困難も見られる為、もう少し近い方が良いのではないか？

· スタッフ側の方で移動したため、移動に対する不満が患者様から聞かれた。

患者様達の中でも固定の位置というものがあるようで、移動した事により、精神的な動きも見られるのではないか？







